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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第108期
第３四半期
連結累計期間

第109期
第３四半期
連結累計期間

第108期

会計期間
自 2021年４月１日

至 2021年12月31日

自 2022年４月１日

至 2022年12月31日

自 2021年４月１日

至 2022年３月31日

売上高 （百万円） 408,146 514,747 572,118

経常利益 （百万円） 3,192 2,434 7,807

親会社株主に帰属する四半期(当期)純利益
又は親会社株主に帰属する
四半期純損失(△)

（百万円） △483 665 3,307

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 4,612 4,629 13,441

純資産額 （百万円） 81,185 92,921 90,014

総資産額 （百万円） 296,200 315,670 309,487

１株当たり四半期(当期)純利益金額
又は１株当たり四半期純損失金額(△)

（円） △5.40 7.44 36.94

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 25.6 27.6 27.2
 

 

回次
第108期
第３四半期
連結会計期間

第109期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2021年10月１日

至 2021年12月31日

自 2022年10月１日

至 2022年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 9.79 19.77
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 
２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1)　経営成績の分析

当社グループにおいては、選ばれる会社・勝ち抜く会社に向けた強化、真のグローバル企業への取り組み強化、

持続可能な企業基盤の強化の３つを柱として、強固で持続可能なグローバル企業を目指しております。

2022年度から2024年度の中期経営目標としては「稼ぐ力を強化し、フリーキャッシュフロー(FCF)の増加をはか

る」としております。生産効率の向上などの稼ぐ力をさらに強化し、FCFの増加を着実にはかることで、株主の皆

様への還元にあてるとともに、有利子負債の返済、今後の成長への投資に配分していきます。

当社グループが大切にしてきたものに「環境」「安心」「豊かな生活」からなる３つの提供価値があります。

「環境」は、自然環境への負荷を低減する排気系部品です。「安心」は、人を危険から守り、安心できるボデー・

内装部品です。「豊かな生活」は、生活品質を高める製品・サービスです。今後も株主・投資家の皆様はもとよ

り、お客様・全従業員・地域社会をはじめとする全てのステークホルダーの皆様へ価値提供と情報発信を増やして

まいります。

当第３四半期連結累計期間の業績は、客先生産台数の増加、支給品単価や材料建値の上昇、為替影響等により、

売上高は5,147億円(前年同四半期比26.1％増)、営業利益は24億円(前年同四半期比10.6％増)、経常利益は24億円

(前年同四半期比23.7％減)、親会社株主に帰属する四半期純利益は６億円(前年同四半期は４億円の親会社株主に

帰属する四半期純損失)となりました。

 
セグメントの業績は次のとおりであります。

①日本

売上高は2,164億円(前年同四半期比18.9％増)となりました。セグメント利益は７億円(前年同四半期は８億

円のセグメント損失)となりました。

②北米

売上高は1,226億円(前年同四半期比58.6％増)となりました。セグメント損失は22億円(前年同四半期は11億

円のセグメント損失)となりました。

③欧州

売上高は524億円(前年同四半期比71.2％増)となりました。セグメント利益は９億円(前年同四半期比176.5％

増)となりました。

④中国

売上高は791億円(前年同四半期比14.1％増)となりました。セグメント利益は18億円(前年同四半期比36.5％

減)となりました。

⑤アジア

売上高は523億円(前年同四半期比10.9％減)となりました。セグメント利益は９億円(前年同四半期比12.0％

増)となりました。
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(2)　財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産については、現金及び預金等の増加等により、前連結会計年度末に比べて

61億円増加し、3,156億円となりました。負債については、支払手形及び買掛金の増加等により、前連結会計年度

末に比べて32億円増加し、2,227億円となりました。純資産については、為替換算調整勘定の増加等により、前連

結会計年度末に比べて29億円増加し、929億円となりました。

 
(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題に重要な変更はありません。

 

(4)　研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は3,278百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 200,000,000

計 200,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2022年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2023年２月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 89,580,827 89,580,827

東京証券取引所
プライム市場
名古屋証券取引所
プレミア市場

完全議決権株式であ
り、権利内容に何ら
限定のない当社にお
ける標準となる株式
であります。なお、
単元株式数は100株
であります。

計 89,580,827 89,580,827 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

2022年10月１日～
2022年12月31日

― 89,580 ― 16,820 ― 13,470
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載するこ

とができませんので、直前の基準日である2022年９月30日の株主名簿により記載しております。

 

① 【発行済株式】

2022年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－

権利内容に何ら限定のない当社

における標準となる株式であり

ます。普通株式 153,600

完全議決権株式（その他） 普通株式 89,348,400 893,484

権利内容に何ら限定のない当社

における標準となる株式であり

ます。

単元未満株式 普通株式 78,827 － －

発行済株式総数  89,580,827 － －

総株主の議決権 － 893,484 －
 

 

② 【自己株式等】

2022年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）

フタバ産業株式会社
愛知県岡崎市橋目町字御茶屋１番地 153,600 － 153,600 0.17

計 － 153,600 － 153,600 0.17
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2022年10月１日から2022年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、ＰｗＣあらた有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 6,734 14,277

  受取手形及び売掛金 89,219 85,806

  製品 6,166 7,094

  仕掛品 16,231 15,476

  原材料及び貯蔵品 7,653 8,449

  その他 9,360 10,435

  流動資産合計 135,367 141,539

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 33,578 34,460

   機械装置及び運搬具（純額） 60,445 63,707

   工具、器具及び備品（純額） 12,040 16,030

   土地 14,537 14,581

   リース資産（純額） 1,357 1,250

   建設仮勘定 21,457 13,652

   有形固定資産合計 143,416 143,683

  無形固定資産 1,592 1,528

  投資その他の資産   

   投資有価証券 17,387 17,132

   長期貸付金 789 36

   退職給付に係る資産 10,068 10,044

   繰延税金資産 1,127 1,238

   その他 955 501

   貸倒引当金 △1,217 △34

   投資その他の資産合計 29,111 28,919

  固定資産合計 174,120 174,130

 資産合計 309,487 315,670
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 73,832 81,892

  電子記録債務 4,150 5,334

  短期借入金 16,335 25,794

  1年内返済予定の長期借入金 25,920 7,818

  未払法人税等 773 578

  未払消費税等 1,831 1,321

  役員賞与引当金 33 25

  未払費用 11,904 10,918

  その他 10,284 6,526

  流動負債合計 145,067 140,208

 固定負債   

  社債 12,000 12,000

  長期借入金 43,022 51,652

  繰延税金負債 9,246 8,679

  製品保証引当金 225 238

  退職給付に係る負債 8,645 8,792

  その他 1,267 1,178

  固定負債合計 74,406 82,540

 負債合計 219,473 222,749

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 16,820 16,820

  資本剰余金 9,183 9,182

  利益剰余金 38,961 38,730

  自己株式 △14 △62

  株主資本合計 64,950 64,671

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 7,982 6,923

  為替換算調整勘定 7,300 11,880

  退職給付に係る調整累計額 3,986 3,638

  その他の包括利益累計額合計 19,269 22,442

 非支配株主持分 5,794 5,808

 純資産合計 90,014 92,921

負債純資産合計 309,487 315,670
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

売上高 408,146 514,747

売上原価 388,902 493,110

売上総利益 19,243 21,636

販売費及び一般管理費 ※1  17,006 ※1  19,163

営業利益 2,236 2,472

営業外収益   

 受取利息 58 102

 受取配当金 312 377

 作業くず売却益 425 341

 持分法による投資利益 592 238

 為替差益 312 -

 雑収入 542 641

 営業外収益合計 2,244 1,701

営業外費用   

 支払利息 598 963

 固定資産廃棄損 523 186

 為替差損 - 392

 雑損失 166 196

 営業外費用合計 1,289 1,739

経常利益 3,192 2,434

特別利益   

 関係会社清算益 11 -

 投資有価証券売却益 99 -

 特別利益合計 110 -

特別損失   

 関係会社出資金売却損 1,122 -

 投資有価証券評価損 7 -

 特別損失合計 1,129 -

税金等調整前四半期純利益 2,172 2,434

法人税等 1,907 1,397

四半期純利益 265 1,036

非支配株主に帰属する四半期純利益 748 370

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△483 665
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

四半期純利益 265 1,036

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 905 △1,059

 為替換算調整勘定 2,959 4,033

 退職給付に係る調整額 △213 △347

 持分法適用会社に対する持分相当額 695 966

 その他の包括利益合計 4,346 3,593

四半期包括利益 4,612 4,629

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 3,215 3,838

 非支配株主に係る四半期包括利益 1,397 791
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

(税金費用の計算)

当社及び一部の連結子会社における税金費用については、当第３四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税

率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。

 
(追加情報)

(連結納税制度からグループ通算制度への移行)

当社及び一部の国内連結子会社は、第１四半期連結会計期間から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行

しております。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グルー

プ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号　2021年８月12日。以下

「実務対応報告第42号」という。）に従っております。また、実務対応報告第42号第32項(1)に基づき、実務対応

報告第42号の適用に伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしております。

 
(四半期連結損益計算書関係)

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年12月31日)

運賃及び荷造費 4,884百万円 4,863百万円

給料手当及び賞与 5,763百万円 6,479百万円

退職給付費用 88百万円 37百万円

役員賞与引当金繰入額 18百万円 26百万円

法定福利及び厚生費 1,093百万円 1,248百万円

租税公課 587百万円 767百万円

減価償却費 710百万円 829百万円

製品保証引当金繰入額 1百万円 13百万円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
 至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
 至 2022年12月31日)

減価償却費 17,806百万円 21,527百万円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年12月31日）

１  配当金支払額

 

決議
株式の
種類

配当金の
総額
(百万円)

１株当り
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年５月19日
取締役会

普通株式 895 10.00 2021年３月31日 2021年６月２日 利益剰余金
 

 
２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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３　株主資本の著しい変動

当社は、第２四半期連結会計期間において、連結子会社である天津双叶協展機械有限公司、天津双協機械工業有

限公司及び広州双叶汽車部件有限公司の３社の出資金を追加取得いたしました。この結果、当第３四半期連結累計

期間において、資本剰余金が4,142百万円減少し、当第３四半期連結会計期間末において資本剰余金が9,183百万円

となっております。

 
当第３四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年12月31日）

１  配当金支払額

 

決議
株式の
種類

配当金の
総額
(百万円)

１株当り
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年５月24日
取締役会

普通株式 895 10.00 2022年３月31日 2022年６月７日 利益剰余金
 

 
２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 
３　株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年12月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

調整額
(注)１

合計
(注)２

日本 北米 欧州 中国 アジア 計

売上高         

  外部顧客への売上高 172,305 77,334 30,636 69,186 58,683 408,146 － 408,146

 セグメント間の内部

 売上高又は振替高
9,805 － － 142 3 9,951 △9,951 －

計 182,110 77,334 30,636 69,328 58,686 418,097 △9,951 408,146

セグメント利益又は 

セグメント損失（△）
△855 △1,144 339 2,856 810 2,005 230 2,236

 

(注) １　セグメント利益の調整額230百万円は、セグメント間取引消去であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

当第３四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年12月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

調整額
(注)１

合計
(注)２

日本 北米 欧州 中国 アジア 計

売上高         

  外部顧客への売上高 208,344 122,620 52,460 79,023 52,297 514,747 － 514,747

 セグメント間の内部

 売上高又は振替高
8,141 18 － 103 2 8,265 △8,265 －

計 216,486 122,638 52,460 79,127 52,300 523,013 △8,265 514,747

セグメント利益又は 

セグメント損失（△）
791 △2,244 937 1,814 907 2,206 266 2,472

 

(注) １　セグメント利益の調整額266百万円は、セグメント間取引消去であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第３四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年12月31日）

（単位：百万円）

 

報告セグメント
合計

日本 北米 欧州 中国 アジア

トヨタ自動車グループ 113,829 73,242 27,657 58,668 9,609 283,005

スズキグループ 11,426 － 1,012 － 47,258 59,696

三菱自動車工業グループ 16,549 － － 2,082 － 18,631

その他 30,501 4,092 1,967 8,436 1,816 46,814

顧客との契約から生じる収益 172,305 77,334 30,636 69,186 58,683 408,146
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当第３四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年12月31日）

（単位：百万円）

 

報告セグメント
合計

日本 北米 欧州 中国 アジア

トヨタ自動車グループ 144,447 117,002 49,091 70,283 12,888 393,711

スズキグループ 13,986 － 1,797 － 38,117 53,900

三菱自動車工業グループ 16,591 － － 1,644 － 18,235

その他 33,320 5,618 1,572 7,096 1,292 48,901

顧客との契約から生じる収益 208,344 122,620 52,460 79,023 52,297 514,747
 

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
 至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
 至 2022年12月31日)

１株当たり四半期純利益又は
１株当たり四半期純損失(△)

△5円40銭 7円44銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失(△)(百万円)

△483 665

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利
益又は普通株式に係る親会社株主に帰属する四半
期純損失(△)(百万円)

△483 665

普通株式の期中平均株式数(千株) 89,550 89,433
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

当社は、2022年９月28日開催の取締役会において、持分法適用関連会社の協祥機械工業㈱の株式を同社へ一部譲

渡することを決定し、11月10日に同社と譲渡契約いたしました。グループ経営効率の観点から、将来にわたり成長

性が期待できる分野へリソーセスを重点投入することにより、会社として持続的成長を目指すことを目的としてお

ります。株式の引渡しは2023年２月を予定しております。

本件に係る株式譲渡の利益として、2023年３月期の連結財務諸表に約16億円を特別利益として計上する見込みで

す。なお、為替相場の変動等により、利益額が変動する可能性があります。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2023年２月９日

フタバ産業株式会社

取締役会  御中

 

ＰｗＣあらた有限責任監査法人

名古屋事務所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 山　　中　　鋭　　一  

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 小　　林　　正　　英  

 

     
 

 監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフタバ産業株式

会社の2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2022年10月１日から2022年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フタバ産業株式会社及び連結子会社の2022年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての

重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないか

どうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書におい

て四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項

が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査

人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企

業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財

務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じ

させる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上

 
 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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